
令和３年２月１０日
保 護 者 様（世帯数配付）

名古屋市立植田北小学校長

学校教育に関するアンケートの結果について

保護者の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日ごろは本校教育のため、格別のご

支援をいただき、誠にありがとうございます。

さて、１月にご回答をいただいた、令和２年度の学校教

育に関するアンケートにつきましては、ご多用の中ご協力

いただき、ありがとうございました。集計した結果をお知

らせするとともに、お寄せいただきました貴重なご意見や

ご感想を参考に、次年度の学校教育の充実・向上を図ってい

きたいと思います。 グラフ単位は％（ 100でない項目あり）

回収率９３．２６％(提出３７４／４０１人中) が０の時は、グラフに未記入

１ お子さんは、楽しく学校に通っている。

Ａ、Ｂを合わせた評価が９７％でした。（昨年度９
６％)。６月から学校再開後、お子さんが楽しく学校
生活を送っていると考えます。

２ お子さんは、あいさつがきちんとできている。

Ａ、Ｂを合わせた評価が９０％でした。（昨年度９
５％)Ａ評価は昨年度の４５％から５ポイントダウン
しています。その理由として、例年、校門前で児童が行っている「あいさつ運動」がコ
ロナ禍のために十分にできなかったことが考えられます。
一方、ＰＴＡ企画の「あいさつカード」「おかえり活動」等で、家庭でのご協力を呼び

かけたことで挨拶への意識が高まり、大きなダウンにつながらなかったと考えます。
次年度、Ａ評価が増えるよう、学校・家庭・地域との連携を深めたいと考えます。

３ お子さんは、家庭で学校の出来事や友達のこと、
先生のことをよく話してくれる。

Ａ、Ｂを合わせた評価が８６％でした。（昨年度
８９％）ご家庭で、学校での生活が話題となっていることが分かります。今後も、学校
生活がご家庭の話題になるように、魅力ある学校教育を進めたいと考えます。

４ 「なかまと学ぶと楽しいね」 －ぼくは○○､わたしは☆☆－ をテーマにした
学校努力点での成長が感じられる。

Ａ、Ｂを合わせた評価が８５％でした。（昨年度
９２％） ダウンした理由として、①：４・５月の
学校休校のため学校努力点の実施が６月以降にな
り、児童に十分に浸透しなかった。②：授業参観
が例年通り開催できず、学校努力点の内容を保護
者のみなさんに授業を通して伝えることができな
かったことが考えられます。今後も取り組みの内容や成果を「学校だより」「ホームペー
ジ」等を等して、積極的にご家庭へ伝えていけるようにしたいと考えます。

５ 学校は、子どもたちが学習内容を理解できるように、手だてを工夫し一人一人
の意欲を大切にした指導を進めている。

Ａ、Ｂを合わせた評価が９６％でした。(昨年度
９６％）。 今後も、子どもたちの理解が深まるよう
な、指導方法を工夫したいと思います。
また、個別の支援を、よりきめ細かに進めるよう

にしていきたいと考えます。
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６ 学校は、基礎学力向上に向け、基礎・基本の反復や家庭学習の定着を図る指導
を適切に行っている。

Ａ、Ｂを合わせた評価が９３％でした。（昨年度
９５％）６月からの学校再開で定められた学習内容
を網羅できるよう、授業を工夫してきました。
一方、理科や図画工作などグループで対面になる

学習、音楽の合唱やリコーダー・けんばんハーモニ
カの演奏、家庭科の調理実習などでは制約があり、
子どもたちの思い通りに学習できなかった面があったことは残念に思います。現在、１
月に配置された「児童用タブレット」について、校内で研修、試験運用をしています。
タブレットの活用を基礎学力向上につなげることができるようにしたいと考えます。

７ 「植北オリンピック２０２０」は、「児童の運動に対する意欲」や「協力する意
識」を高める機会になっていた。

Ａ、Ｂを合わせた評価が９５％でした。（この設問は今年度新たな設問です）
コロナウィルス感染症拡大防止のため、これまでと

は異なる初めての実施でしたが、児童にとって、日頃
の体育の授業の成果を発揮できた有意義な機会となり
ました。多くの保護者や児童から「実施できてよかっ
た」との声が聞かれました。また、練習・本番を通し
て「運動に対する意欲」や「協力する意識」が高まっ
たことを教職員も実感しています。保護者の皆さんに
は、来校人数の制限等で御協力いただき感謝しています。
子どもたちにとって、どの行事も大切で、教育的価値があります。その一方で、教職

員は、時間的に余裕をもって行事に取り組み、子どもたちへきめ細かい指導を行うこと
が重要です。子どもたちが安心・安全に学校生活を送ることを第一に考え、従来の行事
を見直していく時期にあると考えます。

８ 学校は、学校・学年・保健・給食だよりやホームページ等によって学校の情報
を分かりやすく伝えている。

Ａ、Ｂを合わて９７％の評価でした。（昨年度９７
％）ホームページやメール、各種のたよりによって、
学校の情報がご家庭にしっかり伝わっているものと
考えます。今年度は、「休校」「学校再開」「コロナ対
応の協力」等、全学年にかかわるメールを多く配信
しました。その都度、内容確認・対応をしていただ
いたことを感謝しています。

９ 学校は、子どもたちが安心・安全に学校生活を送ることができるように、避難訓
練や防犯訓練、安全防犯マップ、あんしんメール（きずなネット）、分団児童会
などの安全指導や校内の施設管理ができている。

Ａ、Ｂを合わせ９７％の評価でした。（昨年度９７
％）。学校の安全対策について、ご理解していただい
たものと考えています。今年度、例年行っていた毎
学期ごとのＰＴＡパトロールが実施できませんでし
た。にもかかわらず、この前年度と同じ評価はいただ
いた理由として、①：学級担任が児童の下校の付き添
いを適宜行い、安全確認を行った。②：学校とＰＴＡが連携して「おかえり活動」を行
ったことが挙げられます。また、親子で安全確認をしていただくために、「安全防犯マッ
プ」を改訂して配付しました。アンケートでは「こども１１０番の建物が１年前になく
なっているのに、そのまま載っている」とのご指摘をいただきました。該当場所を確認
し修正をさせていただきました。ご指摘ありがとうございました。

１０ 学校は、保護者からの連絡に対して、連絡帳や電話等で家庭での連絡をきめ
細かく行ったり、家庭からの相談に適切に対応したりしている。

Ａ、Ｂを合わせ９８％の評価でした。（昨年度９６
％）。学校と保護者の双方が、子どもの様子を報告し
たり相談したりしてきたことが評価されたと思いま
す。今後も、学校とご家庭とが連絡を取り合うこと
で、共にお子さんを育てていきたいと考えます。

アンケートの結果を基に、来年度に向けて本校の教育活動を振り返り、子どもたち
が楽しく学校生活を送ることができるよう教育活動に取り組んで参ります。
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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